
  

活躍の現場から
HOST TOWNをきっかけに生まれたつながり
 ─ 宮城県加美町生涯学習課スポーツ推進係

はじめに～チリと加美町の関係～
加美町は宮城県の北西部に位置し、「加美富士」とも

呼ばれる「薬莱山」をはじめとする美しく雄大な自然に
囲まれています。チリは東にアンデス山脈、南に氷河、
北は砂漠地帯などの壮大な自然が広がり、サーモンや上
質なワインさらには銅の産出などが有名な国です。

加美町は東日本大震災での南三陸町との交流をきっか
けにチリとつながり、2019 年２月に東京 2020 オリン
ピック・パラリンピック競技大会の「復興ありがとうホ
ストタウン」に登録され、チリパラリンピック選手団の
合宿地となりました。その後、チリパラリンピック委員
会との連絡調整を円滑に進めるために、加美町では初め
てとなる国際交流員（CIR）を任用することとしました。
そして、チリ共和国サンティアゴ出身のカタリーナ・サ
ラビアさんが 2019 年８月にやってきました。

チリパラリンピック選手団の合宿
①事前合宿

カタリーナさんは着任して間もなく、８月下旬から
14 日間行われた、チリパラリンピックカヌー選手団３
人の事前合宿で見事な活躍ぶりを見せてくれました。選
手団が過ごした２週間、カタリーナさんは選手団と毎日
を過ごし、一人一人に丁寧に寄り添う他、交流会やマス

コミの取材などの通訳を担当しました。
②東京 2020パラリンピック競技大会直前合宿
　～コロナ過での合宿～

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で合宿を取りや
めた自治体が多い中、加美町はチリパラリンピックカ
ヌー・パラリンピック陸上選手団の合宿を無事に行うこ
とができました。合宿中の移動や交流などが制限されま
したが、カタリーナさんは選手団が加美町に入る直前ま
で、チリパラリンピック委員会と頻繁に連絡を取り合い、
おかげで選手団は安心して加美町で３週間ほどの合宿を
行うことができました。合宿中もカタリーナさんが親身
にサポートすることで、選手団はしっかりと練習に集中
でき、本大会では世界記録での金メダル獲得など素晴ら
しい結果を残しました。選手団の皆さんからは加美町を

「第二の故郷と思うようになった」との言葉もいただき
ました。

国際交流の活動～チリを身近に～
チリは南米大陸の西側に位置し、日本から約１万

7,000km も離れています。そのため、日本人にとって
チリは遠い存在です。加美町は「復興ありがとうホスト
タウン」に登録されて以来、チリパラリンピック選手団
の受け入れの他にも、カタリーナさんを活用し、チリを
より身近に感じさせるために、さまざまな国際交流に取
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事前合宿での通訳業務（右２人目が CIR）

直前合宿での通訳業務（右１人目が CIR）



り組んでいます。
①保育園・小中高校での国際理解出前授業

小学校から高校まで訪問し、チリの衣食住やホストタ
ウンの取り組みなどを紹介しました。それぞれの学年の
ニーズに合わせ、工夫を凝らした紹介で児童から高校生
まで大人気となりました。日本では知られていないチリ
料理を給食で出したり、チリの音楽を児童生徒たちと
歌ったり、さまざまな場面で国際理解を図っています。
保育園では外国語指導助手（ALT）と一緒に歌やゲーム
を通して、楽しく英会話活動にも取り組んでいます。

②国際交流イベント
学校以外にも町内のさまざまな国際交流イベントに参

加し、日本とチリの違いや、スペイン語での歌など、年
齢に応じた幅広いテーマでチリを紹介しています。また、
自らもインターナショナル写真展などのイベントを企画
し、より多くの町民にチリを始めとする海外の国々に興
味を持っていただけるよう積極的に活動しています。特
にカタリーナさんの講座は大好評で、町外からも講師の
依頼が舞い込むことがあります。

③広報誌での文化発信
チリの文化や見どころを紹介するために、2020 年９

月からコーナーを設け、「La once」を執筆しています。

おわりに
３年にわたり加美町で活動を行ってきたカタリーナさ

んですが、この８月で CIR の任務を終えます。そのキャ
ラクターで多くの人々から慕われ、たくさんのことを町
に残してくれました。加美町は今後ともカタリーナさん
の活躍を楽しみにしています。最後にカタリーナさんに
これまでの思い出や今後の抱負を聞きました。
「加美町初の CIR として貴重な経験がたくさんできま

した。これまで関わったことがないパラスポーツについ
て色々と学び、選手のたくましい姿から勇気と力をたく
さんもらいました。ホストタウン事業以外にも、イベン
ト企画や学校訪問など、幅広く仕事ができ、加美町に来
てよかったと思います。加美町での経験を活かし、今後
とも頑張ります」。
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チリの文化とスペイン語を紹介するコーナー「La Once」

小学校での異文化理解講座

多文化共生イベントで講師


